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パート１～輸出国における木材製品と合法木材供給ネットワーク 

【趣旨】 

日本市場に向けた輸出国における合法木材供給体制の事例を紹介し、日本市場の購入行動が、

国際的な違法伐採問題への取り組みに重要な影響を与えることに理解を得ることとする。 
このため、輸入材産地国の関係者により、①団体及び日本に輸出される木材の概要、②違法伐

採問題に対する認識、③ガイドラインに基づく合法性が証明された木材・木材製品

（Goho-wood）の供給体制と供給実態、④今後の課題と日本市場への期待、について発言をも
とめる。その後、フロアも含めて討議する。 
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いた経験も持っている。 
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